
全国特定地域づくり探訪
南砺ひととみらい協同組合

●南砺で暮らしたい人が適切な生業に付ける体制を目指す

 　背景と目的
　南砺市では、2010年の総人口が54,722人。
2015年の総人口が51,327人。5年間で△3,395
人、年間約700人のペースで進む人口減少が背
景。そこで、南砺市人口ビジョンを策定し、2020
年の47,937人（国勢調査確定値）から40年後の
2060年の目標人口を30,000人とした。南砺で暮
らしたい人が適切な生業に付ける体制を作ること
を目的として、特定地域づくり事業協同組合が設
立された。

 　取組の手法と内容
　南砺市の移住者らを通年雇用し、繁忙期に異な
る複数の仕事に派遣する特定地域づくり事業協同
組合を2022年12月に設立。農業や食料品製造業、
スキー場、温泉施設など11事業者が組合員として
加入。春から秋はカボチャやコメ作りなどの農業の
現場、冬場は食料品製造会社やスキー場で働いて
もらい通年雇用が難しい業種の担い手確保につな
げる。

https://www.hitomira.com/組合URL

住 所 〒932-0231 富山県南砺市山見1739番地の２

主な業種 農業、食料品製造業、窯業・土石製品製造業、
林業、鉄道業又は娯楽業

組合員数 11名 出 資 金 １口10万円

設　　立 令和４年12月

令和４年11月１日に開催された創立総会

派遣イメージの図

認　　定 令和５年１月

 　成果とその要因
　特定地域づくり事業協同組合は、移住希望者の
雇用の受け皿として、さらに農業をはじめとした基
幹産業の担い手不足の解消につながっている。
　ほとんどの業種が人出不足であり、移住者や地
元の若者らにさまざまな仕事を経験してもらうこと
で定着を図り地域活性化に貢献し、他の市町村も
注目しており地域のモデルケースとなっている。


